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（あける） 

高等学校における聴覚障害生徒に対する支援や配慮の現状とその課題に関する調査研究 

 

浪川 元秀 

（あける） 

Ⅰ 問題と目的 

 聴覚障害児は特別支援学校だけではなく，通常

の小・中学校や大学等の高等教育機関にも数多く

在籍している(文部科学省,2012; 加藤・我妻・藤

原,2009; 日本学校保健会,2004; 根本,2006; 日本

学生支援機構,2012)。その中間にあたる高等学校

についても聴覚障害生徒が少なからず在籍してい

ることが考えられる。 

通常学校に在籍する聴覚障害児は，聴覚障害の

程度にかかわらず，「先生の声が聞こえにくい」と

いった聴覚的な困難をはじめとし，コミュニケー

ションや人間関係において問題が起こりやすい

(日本学校保健会,2004; 佐藤・杉内・齊藤・調

所,2008; 根本・石原・小畑,1995; 四日市,2006)。

それらに対する支援や配慮が，通常学校に在籍す

る聴覚障害児には必要である。 

しかし，高等学校における支援や配慮の状況に

ついては，小・中学校や大学等の高等教育機関に

比べ，調査研究等も少なく不明な点が多い。今後，

高等学校における支援や配慮のあり方を考えるた

めには，まず支援や配慮の実態を明らかにするこ

とが求められる。また，学校生活における過ごし

やすさは，支援や配慮の状況だけでなく，教師や

同級生等の関わり方次第によっても変わってくる

と考える。 

 そこで本研究では，高等学校における聴覚障害

生徒が有する聞こえやコミュニケーションの問題，

およびその学校における支援や配慮の状況やその

背景，教師や同級生の関わり方について明らかに

する。それを通して，高等学校における聴覚障害

生徒への支援や配慮のあり方を検討する。 

Ⅱ 方法 

 大学に在学する聴覚障害学生で以前，通常の高

等学校(高等専門学校を含む)に在籍したことのあ

る者を対象とし，2012 年 7 月中旬～10 月中旬に

郵送法や手渡し，メールによる質問紙調査を行っ

た。調査項目は鈴木・原・岡本(2002)や伊東・四

日市(1999)等を参考にし，聴覚障害者 7 名への予

備調査を経て作成した。項目は以下の通り。 

１ フェイスシートの項目 

 性別，高校生当時の聴力レベルなど(12項目) 

２ 主に授業における支援や配慮に関する項目 

学校側からの支援・配慮など(7項目) 

３ 授業外のコミュニケーションに関する項目 

会話の理解しやすさの要因など(10項目) 

４ 聞こえの状態や聞こえにくさに対する対処

と影響に関する項目 

会話中は口元を見るかなど(10項目) 

５ その他の項目 ※自由記述 

学校生活上における支援や配慮について 

Ⅲ 結果と考察 

１ 回収数とフェイスシートについて 

71名の回答があり，このうち対象が異なるとみ

られた 1名を除いた 70名を有効回答とした。 

フェイスシートについて，性別は男が 31 名

(44%)，女が 38名(54%)，無記入が 1名(2%)であ

った。性別による回答の違いはあまり見られなか

った。高校生当時の聴力レベルは 70dB以上(高度

難聴)が 41 名(59%)，50～69dB(中等度難聴)が 7

名(10%)，30～49dB(軽度難聴)が 2 名(3%)であっ

た。無記入なども多く，結果として，軽度・中等

度難聴の回答者が少なかった。このため，聴力レ

ベルによる回答の違いは検討していない。 

２ 主に授業における支援や配慮について 

学校側からの支援や配慮について全体の 7割強

が「支援や配慮あり」と回答した(図 1)。多かった

支援や配慮は「試験の別室受験などの特別な措置」

であり，少なかった支援や配慮は「手話通訳者の

派遣」であった。 

また，授業中の教師からの支援や配慮は 9割弱
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が，授業中の同級生からの支援や配慮は 8割弱が

「あった」と回答した(図 2)。多かった支援や配慮

は，教師からは「座席位置の配慮」，同級生からは

「ノートを見せてもらった」であった。一方，少

なかった支援や配慮は，教師からは「個別に指導

する時間を作る」，同級生からは「授業の要点を教

えてもらった」であった。 

支援や配慮の内容を見てみると，「座席位置の配

慮」というような比較的支援や配慮がしやすいも

のは多いのに対し，「個別に指導する時間を作る」

というような支援や配慮に特別な時間を割く必要

のあるものは少ない傾向にあることが分かる。 

支援や配慮を受けたことに対する所感としては

「とてもよかったと思う」(41%)よりも「少しよ

かったと思う」(55%)が多かった。支援や配慮を

受けて良かったとは思う人は多いが，それが十分

なものかどうかまでは言い切れない結果となった。 

支援や配慮の課題としては，支援や配慮を受け

ていない人も 1~2 割前後みられ(図 2)，本来は必

要なのに受けられていない人がいる可能性がある。 

また，授業において何らかの困難があった時の

対処としては「独学など，自力で解決した」が多

かった(図 3)。実際には英語のリスニングなどを諦

めている人もいて，自力で解決しようとすると勉 

 

図 1 学校側からの支援や配慮 

 

 

図2 授業中における支援や配慮(教師/同級生) 

強量が増えるなど，他の聴生徒に比べて負担が重

くなっている可能性もあり，その場合は何らかの

支援や配慮があった方がよいと考える。 

３ 授業外のコミュニケーションについて 

「静かな所で話す」など聴覚的な理解がしやす

い「良条件場面」と，「うるさい所で話す」など聴

覚的な理解がしにくい「悪条件場面」を設定し，

会話の頻度や理解度についてたずねた。その結果，

「悪条件場面」での会話の頻度が高い人が一定数

みられながら(図 4)，会話の理解度は「良条件場面」

よりも「悪条件場面」の方が 1%水準で有意に低

かった(χ2(4)=25.139, p.<01) (図 5)。会話が理解し 

 

図 3 授業で何らかの困難があった時の対処 

 

図 4 場面別の会話の頻度 

 

図 5 場面別の会話の理解度 
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にくい場面が常にある人が存在し，それに対して

何らかの支援や配慮が必要だと思われる。 

会話の理解しやすい相手については，教師は「担

任教師」，同級生は「同じ部活動をしている同級生」

が多く挙げられ，かかわりの頻度が高い人ほど，

会話の理解しやすい人になりやすいと考えられる。

一方，会話のしにくい条件としては「早口で話す

など話し方がわかりにくい」が多かった。 

４ 聞こえの状態や聞こえにくさに対する対処

や影響について 

10 項目について 5 件法でたずねた結果，「よく

ある」との回答が最も多かったのは，聞こえにく

さに対する対処「会話中は相手の口元を見る」

(60%)であった。 

一方，「よくある」との回答が最も少なかったの

は聞こえの状態「先生の声が聞こえない」であっ

た(6%)。一方で別の選択肢，聞こえの状態「先生

の話がわからない」は 25%であり，「先生の声が

聞こえない」より多い。このことから，聞こえの

状態については，声が聞こえそのものよりも話が

わからないという問題の方が多いことが分かる。 

５ その他(学校生活上の支援や配慮について) 

 学校生活上の支援や配慮について自由記述を求

めた。その結果，要約筆記などがあればよかった，

自分も支援や配慮について考えればよかったとい

う記述がみられた。支援や配慮は十分でないとい

う現状があるものの，必要な支援や配慮を考えた

り実際に行ったりすることで，学校生活上の困難

がより改善されると考えられる。 

Ⅳ まとめ 

 高等学校における支援や配慮については，何ら

かの形で行われることが多かった一方で，支援や

配慮を受けていない人もいた。また，コミュニケ

ーション面では早口で話すなど，わかりにくい話

し方をされるといった問題が多くみられた。 

これらの問題の背景として，障害に対する理解 

不足，支援や配慮の必要性に対する認識不足など

が考えられる。そこで，生徒のニーズに応じて必

要な支援や配慮をすることが今後はますます検討

されなければならないであろう。また，支援や配

慮をしやすくするための有効な手立てとしては，

同級生への障害の周知などが考えられる。 

今後の課題としては，高校生や軽度・中等度難

聴の聴覚障害生徒を対象とした研究が必要である。 
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